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広
島
市
の（
Q
1
）２
０
２
６
年
度
当
初
予

算
案
は
、予
算
特
別
委
員
会（
以
後
、予
特
）

で
３
月
２
日
か
ら
約
３
週
間
の
審
査
を
経

て
、（
Q
2
）可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。予
算
規

模
は
、（
Q
3
）一
般
会
計
、特
別
会
計
、企
業

会
計
合
わ
せ
て
約
１
兆
４
２
２
９
億
円
４
４

３
９
万
円
で
、前
年
度
と
比
べ
て
１
４
５
９

億
２
５
３
５
万
円
増（
１１・４
％
増
）、１
９
８

０
年
の
政
令
指
定
都
市
に
移
行
後
、最
大
規

模
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
度
予
算
で
重
要
課
題
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、昨
年
度
に
続
き
①

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」②「
公
共

交
通
の
充
実
強
化
」③「
平
和
文
化
の
振
興
」

④「
こ
ど
も・若
者
や
子
育
て
支
援
」で
す
。

予
算
の
原
資
は
、市
民
の
皆
様
か
ら
預
か
っ

た
税
金
で
す
。予
算
の
使
い
道
を
審
査
す
る

予
特
は
、市
民
生
活
に
直
結
す
る
た
い
へ
ん

重
要
な
委
員
会
で
す
。わ
れ
わ
れ
市
議
会
議

員
が
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見・ご
要

望
な
ど
を
い
か
に
し
て
予
算
化
さ
せ
る
か
、

腕
の
見
せ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
特
で
は
、事
業・施
策
を
６
つ
の
分
科
会
に

分
け
て
当
局
と
質
疑
し
ま
す
。分
科
会
は
、

障
害
者
福
祉
や
医
療・介
護
の〈
厚
生
〉、学

校
や
子
育
て
と
い
っ
た〈
こ
ど
も
文
教
〉、道

路・街
路
整
備
な
ど
の〈
建
設
〉、観
光
や
ご

み
処
理
を
扱
う〈
経
済
観
光
環
境
〉、〈
消
防

上
下
水
道
〉、市
民
活
動
と
い
っ
た〈
総
務
〉

か
ら
な
り
ま
す
。

ま
た
、予
特
は
、議
員
と
当
局
が「
一
問
一
答
」

形
式
で
質
疑
や
提
案
を
行
い
ま
す
。国
会
の

予
算
委
員
会
の
様
子
と
似
て
い
ま
す
。今
回

の
予
特
で
、私
は
、〈
厚
生
〉〈
こ
ど
も
文
教
〉

〈
建
設
〉〈
経
済
観
光
環
境
〉の
４
分
科
会
で

登
壇
し
ま
し
た
。

　
※
詳
細
は
次
号（
V
O
L
２
９
）に

　
　
掲
載
し
ま
す
。

予
算
は
３
月
に
可
決・成
立
し
て
完
成
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。物
価
高
騰
な
ど
の
情
勢
の
変

化
に
応
じ
、予
算
を
配
分
し
直
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
、そ
の
都
度
、（
Q
4
）「
補
正
予
算
」

と
し
て
対
応
し
ま
す
。予
算
は
ま
さ
に
、„
市

民
の
声
“を
具
体
化
し
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、皆
様
と
行
政
を
つ
な
ぐ
の
が
、私

た
ち
市
議
会
議
員
の
役
目
と
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、何
か
疑
問
に
感
じ
た
際
に
市

議
会
議
員
に
一
声
か
け

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

生
活
改
善
へ
の
大
き
な

一
歩
と
な
る
の
で
す
。

正式な踏切でないにも関わらず、人が侵入、横
断している線路内の箇所を指します。国交省や
広島市によると、全国で約15,500か所、広島市
内に200か所はあるとされます。安佐南区は可
部線が通っており、古市や緑井、八木などで確認
されています。

“勝手踏切”とは？

最初に編成された次年度の予算案で、広島市
では例年2月初旬に議会に示されます。新規事
業が予算に盛り込まれ、施政方針が色濃く反映
されます。広島市議会では、議長を除く53議員
が2月下旬から1か月間、予算特別委員会で審
査に臨みます。

国や自治体の会計は主に一般会計と特別会計
があります。財布のポケットや引き出しのように、
分けて入れるイメージです。一般会計は道路補
修など一般的な事業に、特別会計は特定の事業
にそれぞれ使う費用を計上したものです。企業
会計は水道や病院といった事業を指します。

色を感じる視細胞の感度の違いで色の見え方
が人と異なる遺伝的特性です。赤と緑、青と紫
などの識別が難しい場合があります。割合は男
性が20人に1人、女性は500人に1人で、女性の
10％が保因者（主に男児に遺伝）といわれます。
日本人の300万人が色覚特性とされます。

色覚特性ってなに？

広島市議会では、予算特別委員会（予特）を
設置し、6つの分科会（消防上下水道は1日、
その他の5分科会は2日間）で予算案を集中
審査します。予特で予算案を採決した後、本
会議で議決を得たら、予算案は可決・成立と
なるわけです。

当初予算に計上されていなかった事業などに
対応するには、予算を確保する必要があります。
その場合、広島市は「補正予算案」を編成し、市
議会に諮り、議決を得た上で予算を修正するこ
とになります。当初の見込みより少なくて済む
場合は、「減額補正」をするケースもあります。

補正予算を教えて

Q1～Q4は

■ 公式HPの活動報告から会報誌をダウンロードしてお読みいただけます。この市政報告は、自由民主党・市民クラブの承認を得て発行しています。　
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税
金
の
使
い
道
を
審
査
す
る

　
　

予
算
特
別
委
員
会

２
０
２
６
年
度

　
一
般
会
計
当
初
予
算

当初予算案とはなんですか？

一般会計、特別会計、
企業会計とは？

予算成立までの流れを教えて
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「総括質問」に登壇する
椋木太一
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連携強化

石原式色覚検査表

世界遺産「原爆ドーム」

リニューアルしたバンク

封鎖後の勝手踏切
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私
は
、２
月
定
例
会
で
会
派
を
代
表
し
て

「
総
括
質
問
」に
登
壇
し
ま
し
た
。

❶「『
特
別
市
』制
度
」❷「
原
爆
ド
ー
ム
の

世
界
遺
産
登
録
３０
周
年
」❸「
広
島
競
輪

場
の
再
整
備
」❹「
”勝
手
踏
切“
」❺「
色

覚
や
発
達
障
害
な
ど
の『
特
性
』の
早
期

発
見
の
重
要
性
」
―
の
５
テ
ー
マ
で
意

見
を
述
べ
質
問
を
し
ま
し
た
。今
号
は
、

テ
ー
マ
の
概
要
や
主
な
質
問
、広
島
市
の

答
弁
を
お
伝
え
し
ま
す
。

〈
テ
ー
マ
の
概
要
〉

「
特
別
市
」制
度
は
、

指
定
都
市
市
長
会

が
提
案
す
る
新
た

な
大
都
市
制
度
で

す
。基
礎
自
治
体
と

し
て
の
現
場
力
と
、

高
度
な
行
政
力
を

持
つ
大
都
市
と
し
て

の
総
合
力
を
兼
ね
備

え
る
指
定
都
市
に
、権
限
と
財
源
を
一
元

化
さ
せ
、全
て
の
事
務
を
担
う
、県
に
包
ま

れ
な
い一
層
制
の
地
方
公
共
団
体
を
指
し

ま
す
。「
特
別
市
」制
度
の
創
設
に
よ
り
、二

重
行
政
の
解
消
や
効
率
的
で
機
動
的
な

行
政
運
営
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
特
別
市
」制
度
を
創
設
す
る
に

は
地
方
自
治
法
の
改
正
が
必
須

で
、国
会
議
員
が「
特
別
市
」制
度
の
必

要
性
や
重
要
性
を
理
解
し
、賛
同
し
て
も

ら
う
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
る
。国
会

議
員
ら
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
く
か
？

〈
松
井
一
実
市
長
答
弁
〉

「
特
別
市
」制
度
を
実
現
す
べ
き
だ
と
考

え
、国
会
議
員
や
経
済
同
友
会
な
ど
と
意

見
交
換
を
し
て
き
た
。国
会
議
員
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
に「
特
別
市
」制
度
の

必
要
性
や
効
果
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
、他
の
指
定

都
市
と
も
連
携
し
て
い
く
。

〈
テ
ー
マ
の
概
要
〉

今
年
１２
月
７
日
、原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
３０
年
と
な
り
ま
す
。

原
爆
ド
ー
ム
は
１
９
１
５
年（
大
正
４
年
）

に
完
成
し
て
被
爆
す
る
ま
で
、物
産
の
展

示
、即
売
、文
化
展
や
美
術
展
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
、ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
が
行
き
交

い
、に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
場
で
し
た
。

近
年
、広
島
市
へ
の
観
光
需
要
は
伸
び
て

お
り
、「
滞
在
型
の
観
光
」に
シ
フ
ト
さ
せ

る
こ
と
が
、広
島
市
の
観
光
施
策
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

原
爆
ド
ー
ム
の
世
界
遺
産
登
録

３０
周
年
に
向
け
て
、広
島
市
は
観

光
の
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
？

〈
広
島
市
答
弁
〉

厳
島
神
社
も
世
界
遺
産
登
録
３０
周
年
を

迎
え
る
。広
島
市
と
廿
日
市
市
、県
が
連

携
し
、二
つ
の
世
界
遺
産
を
結
ぶ
路
面
電

車
を
活
用
し
た
企
画
に
取
り
組
む
。広
島

市
と
廿
日
市
市
を
起
点
と
し
て
広
島
広

域
都
市
圏
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、滞
在
型

の
観
光
へ
の
転
換
に
繋
げ
た
い
。

〈
テ
ー
マ
の
概
要
〉

広
島
競
輪
場
は
再
整
備
事
業
で「
ア
ー
バ

ン
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
ス
広
島
」と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。特
徴
は
、B
M
X

な
ど
の
自
転
車
を
楽
し
め
る
空
間
や
芝

生
広
場
、宿
泊
施
設
を
一
体
的
に
備
え
て

い
る
こ
と
で
す
。私
は
、「
ア
ー
バ
ン
サ
イ

ク
ル
パ
ー
ク
ス
広
島
」が
自
転
車
文
化
の

拠
点
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

広
島
市
は
広
島
競
輪
場
を
ど
の

よ
う
に
育
て
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
？

〈
広
島
市
答
弁
〉

広
島
広
域
都
市
圏
の
活
力
を
誘
引
す
る

施
設
と
し
て
育
て
て
い
く
。地
域
の
に
ぎ

わ
い
と
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
拠
点
と

し
て
、B
M
X
の
国
際
大
会
の
誘
致
な
ど

を
行
う
。ま
た
、防
災
拠
点
と
し
て
も
貢

献
し
て
い
き
た
い
。

〈
テ
ー
マ
の
概
要
〉

２
０
２
４
年（
令
和
６
年
）１０
月
、安
佐
南

区
祇
園
の
ＪＲ
可
部
線
の„
勝
手
踏
切
“で
、

死
亡
事
故
が
起
き
ま
し
た
。広
島
市
は
ＪＲ

西
日
本
と
連
携
し
な
が
ら
、封
鎖・廃
止
に

向
け
て
地
域
と
合
意
形
成
を
図
り
、令
和

７
年
９
月
、„
勝
手
踏
切
“の
封
鎖・廃
止
に

至
り
ま
し
た
。成
功
の
要
因
は
、地
域
と

広
島
市
、ＪＲ
西
日
本
が„
勝
手
踏
切
“の
危

険
性
に
対
す
る
認
識
を
共
有
し
、„
三
位
一

体
“で
動
け
た
こ
と
で
す
。„
勝
手
踏
切
“の

封
鎖・廃
止
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
、令
和

７
年
度
か
ら
、安
佐
南
区
役
所
と
安
佐
南

警
察
署
、ＪＲ
西
日
本
が
連
携
し
、区
内
の

JR
可
部
線
沿
線
の
小
学
校
で
、安
全
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

事
故
に
よ
っ
て
人
命
が
奪
わ
れ
、

公
共
交
通
機
関
も
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
る
。人
道
的
、公
益
的
観
点
か
ら
、

„
勝
手
踏
切“
を
封
鎖
・
廃
止
す
る
こ
と

は
社
会
的
要
請
だ
。安
佐
南
区
で
開
催

し
て
い
る
安
全
教
室
を
他
の
区
で
も
実

施
し
て
は
い
か
が
か
？

〈
広
島
市
答
弁
〉

封
鎖・廃
止
に
向
け
て
地
域
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、安
全
教
室
を
他
の
区
に
広
げ

る
こ
と
は
有
効
だ
と
考
え
る
。ま
ず
、線

路
内
に
入
る
危
険
性
を
説
明
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
検
討
す
る
。

〈
テ
ー
マ
の
概
要
〉

❶
発
達
障
害

令
和
８
年
度
、発
達
障
害
の
早
期
発
見
の

た
め
、「
５
歳
児
健
康
診
査
事
業
」が
始
ま

り
ま
す
。本
人
や
周
囲
の
人
た
ち
が
特
性

を
早
め
に
認
識
、共
有
す
る
こ
と
で
、本

人
が
抱
え
る
困
難
さ
を
理
解
し
、サ
ポ
ー

ト
を
得
る
機
会
が
増
え
る
と
期
待
さ
れ

ま
す
。「

５
歳
児
健
康
診
査
事
業
」の
狙

い
、市
民
に
も
た
ら
す
効
果
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
？ 

〈
広
島
市
答
弁
〉

子
ど
も
や
保
護
者
の
立
場
か
ら
、適
切
な

支
援
に
繋
げ
る
こ
と
、特
性
を
踏
ま
え
た

支
援
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

❷（
Q
6
）色
覚
特
性

色
覚
特
性
と
は
、色
の
認
識
が
多
く
の
人

と
は
異
な
る
こ
と

で
す
。私
は
、赤
や

緑
の
識
別
が
苦
手

な
特
性
が
あ
り
ま

す
。２
０
０
２
年

度（
平
成
１４
年
度
）

に
色
覚
検
査
が
学
校
の
健
康
診
断
の
必

須
項
目
か
ら
全
国
一
律
に
削
除
さ
れ
、自

分
の
特
性
を
知
る
機
会
を
逃
し
か
ね
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。必
須
項
目
の

削
除
の
過
程
で
、「
色
覚
検
査
が
差
別
を

助
長
す
る
」な
ど
と
い
う
主
張
が
影
響
し

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。私
は
、こ
の

よ
う
な
主
張
は
極
め
て
不
合
理
で
あ
り
、

む
し
ろ
差
別
を
生
み
出
し
、助
長
し
て
い

る
と
さ
え
感
じ
て
い
ま
す
。

色
覚
特
性
の
早
期
発
見
に
つ
い
て
、

広
島
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
？ 

〈
広
島
市
答
弁
〉

広
島
市
は
、（
必
須
項
目
の
削
除
に
よ
っ
て
）

色
覚
特
性
を
知
ら
な
い
ま
ま
不
利
益
を
受

け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、保
護
者
の
希
望

で
個
別
に
色
覚
検
査
を
実
施
し
て
き
た
。

令
和
７
年
度
か
ら
保
健
調
査
票
に「
色
ま

ち
が
い
の
有
無
」と
い
う
項
目
を
加
え
た
。

引
き
続
き
、早
期
に
色
覚
特
性
を
把
握
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

２
月
定
例
会 

総
括
質
問

原
爆
ド
ー
ム
の

世
界
遺
産
登
録
３０
周
年

2
色
覚
や
発
達
障
害
な
ど
の

「
特
性
」の
早
期
発
見
の
重
要
性

5

広
島
競
輪
場（
ア
ー
バ
ン
サ
イ
ク
ル

パ
ー
ク
ス
広
島
）の
再
整
備

3

1
「
特
別
市
」制
度
に
つ
い
て

4
（
Q
5
）„
勝
手
踏
切“
に
つ
い
て

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q2～Q6は

私は、政策の「５つの柱」を掲げています。市民生活の
向上に欠かせないと思う施策で、一定の成果を出す
ことを約束します。

５つの柱

□ 1. インフラ整備の推進
□ 2. 地域コミュニティ再生・活性化
□ 3. 防災・減災
□ 4. 子育て環境の整備
□ 5. 「カラーバリアフリー」の推進


